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12
月
１
日（
火
）、
秋
田
県
農
業
試
験

場
を
会
場
に
Ｊ
A
グ
ル
ー
プ
秋
田
主
催
の

秋
田
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
沖
田
面

の
原
田
誠
悦
さ
ん
の
作
っ
た
あ
き
た
こ
ま

ち
が
「
美
味
し
い 

あ
き
た
こ
ま
ち 

コ
ン

テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
お
い
し
い
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
生

産
の
取
組
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
県
の
86
点
が
審
査
さ
れ
、
玄
米
・
白

米
の
品
質
、
食
味
評
価
値
に
加
え
て
近
赤

外
分
析
計
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
分
析
や

味
度
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
測
定
で
評
価
を
行

い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
原
田
誠
悦
さ
ん
は

　

村
で
は
現
在
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地

方
創
生
の
実
現
を
め
ざ
し
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
29
日（
金
）村
役
場
に
お
い
て
、ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策

定
に
向
け
た
有
識
者
会
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
は
北
秋
田
地
域
振
興
局
地
域
企
画

課
長
の
相
場
勝
也
さ
ん
が
座
長
を
行
い
、

産
業
・
官
・
学
・
金
融
・
労
働
・
言
の
代

表
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
の
現
状
と
分
析
の
結
果
、

見
え
て
き
た
こ
と
や
、
将
来
の
人
口
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
確
認
や
村
民
に

対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
そ
こ
か

ら
見
え
て
く
る
課
題
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
審
議
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
５
年
後
の
目
標
値
に
つ

い
て
適
正
で
あ
る
か
、
政
策
が
現
実
的
に

可
能
な
も
の
で
あ
る
か
、
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

菊
池
合
板
木
工
株
式
会
社
代
表
取
締
役 

菊
池
成
一
委
員
か
ら
は
「
こ
の
政
策
で
村

民
が
元
気
で
意
欲
的
に
い
つ
ま
で
も
働
け

る
仕
組
み
を
作
り
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
村

全
体
に
活
力
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
策
が
制
定
さ
れ
次
第
、
村
の
公
共
施

設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

「
こ
の
度
は
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
健
康
な
苗
作
り
と
水
管
理

で
す
。
今
年
は
干
ば
つ
傾
向
に
あ
っ
た
た

め
、
用
水
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
賞
を
い
た
だ
け
る
米
を
生
産
で
き
た

た
め
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

賞
を
い
っ
そ
う
の
励
み
と
し
、
栽
培
技
術

の
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。」
と
受
賞
し
た
喜
び
を
発

表
し
ま
し
た
。
上
位
５
人
の
ブ
レ
ン
ド
米

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ァ
イ
ブ
と
し
て
１
月

中
旬
か
ら
県
内
外
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された原田誠悦さん プレミアムファイブ

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入

会
登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す

　

村
で
は
、
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
際
の
登
録
料
１
万
円

を
全
額
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

○
助
成
ま
で
の
流
れ

　

登
録
者
本
人
が
あ
き
た
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
み
、
同
時

に
同
意
書
を
提
出
。 

（
入
会
登
録
料

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

）

○
入
会
方
法

　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電
話

で
入
会
の
予
約
を
し
て
頂
き
、
大
館

の
北
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
８
６
（
57
）
８
６
１
１

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
企
画
班

　
　

☎　
（
77
）
２
２
２
１

１月２９日有識者会議

上
小
阿
仁
村
の
あ
き
た

こ
ま
ち
最
優
秀
賞
受
賞

 

人
口
減
少
対
策
を
柱
と
す
る
上
小
阿
仁
村

 

総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま
す
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たんぽぽ組の豆まき

常光寺前での消火器訓練

鬼登場

文化財を運び出す訓練

　

２
月
３
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
で
恒

例
の
節
分
行
事
「
豆
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
園
児
の
ほ
か
、
ひ
よ
こ
の
会

に
参
加
し
て
い
る
未
入
園
児
も
参
加
し
て

に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
達
は
自
分
の
中
の
悪
い
鬼
、
怒
り

ん
ぼ
鬼
、
片
付
け
し
な
い
鬼
、
泣
き
虫
鬼
、

を
追
い
払
う
た
め
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
自
分
で

作
っ
た
手
作
り
の
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
、

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
掛
け
声
と
共
に

元
気
に
豆
を
ま
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と

に
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
豆
を
ま
き
、
自
分

の
心
の
中
に
あ
る
悪
い
鬼
を
退
治
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
恐
怖
の
時
間
は
突
然
訪
れ
ま

す
。
ゆ
り
組
園
児
が
豆
ま
き
を
し
て
い
る

と
、
突
然
、
鬼
の
う
な
り
声
が
聞
こ
え
、

遊
戯
室
の
ド
ア
が
激
し
く
ノ
ッ
ク
さ
れ
、

青
鬼
と
黄
鬼
が
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は

び
っ
く
り
。
先
生
に
し
が
み
つ
い
て
泣
き

だ
し
て
し
ま
う
子
や
、
部
屋
の
隅
に
隠
れ

て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
園
児
た
ち
は
、
２
匹
の
鬼
を
退
治

し
よ
う
と
果
敢
に
豆
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
し

た
。

　

さ
す
が
の
鬼
も
子
ど
も
た
ち
に
豆
を
ぶ

つ
け
ら
れ
て
た
ま
ら
ず
退
散
。
す
る
と
、

泣
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、「
や
っ
た
ー　

や
っ
つ
け
た
ー
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
が
終
わ
っ
た
後
は
、
部
屋
に
戻

り
年
の
分
だ
け
豆
を
食
べ
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
（
日
）、
杉
花
地
区
常
光
寺

で
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
ん
だ
消
防

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
火
デ
ー
は
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
日
（
昭
和
24
年
）
に
当
た
る

日
で
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財
を

火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開

し
、
国
民
一
般
の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
す
。

　

訓
練
で
は
、
地
域
住
民
と
村
消
防
団
第

３
分
団
仏
社
・
杉
花
班
、
消
防
署
上
小
阿

仁
分
署
職
員
が
参
加
し
、《
避
難
》《
通

報
》《
消
火
》
な
ど
火
災
発
生
時
に
お
け

る
行
動
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。

　

杉
花
集
落
会
長
田
口
幸
直
さ
ん
は
「
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は

今
日
の
訓
練
を
生
か
し
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

季
節
柄
、
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
い
時

期
で
す
の
で
、
充
分
注
意
し
て
火
災
ゼ
ロ

の
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
防
災
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。　

　
か
わ
い
い
鬼
が
大
集
合

　
か
み
こ
あ
に
保
育
園
豆
ま
き

文
化
財
を
火
災
、
震
災
か
ら
守
れ
！

 

～ 

文
化
財
防
火
デ
ー 

～
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１
月
9
日
（
土
）、
鷹
巣
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連

合
会
と
、
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連
合

会
の
安
全
祈
願
祭
と
査
閲
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

両
指
導
隊
は
上
小
阿
仁
村
と
北
秋
田
市

で
組
織
さ
れ
、
い
ず
れ
も
平
成
18
年
３
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
交
通
指
導
隊
は
車
に
よ
る

交
通
安
全
広
報
や
村
内
の
行
事
の
際
に
交

通
誘
導
や
安
全
確
保
を
行
い
、
村
内
の
交

通
安
全
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

上
小
阿
仁
村
防
犯
指
導
隊
は
村
内
の
防

犯
意
識
の
高
揚
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

神
事
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
隊
の
代

表
者
ら
が
玉
串
奉
て
ん
を
行
い
、
北
秋
田

地
域
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
と
犯
罪
の
無
い
安

全
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

査
閲
式
で
は
、
小
林
村
長
、
津
谷
北
秋

田
市
長
、
古
屋
北
秋
田
警
察
署
長
が
査
閲

官
を
務
め
、
参
加
し
た
交
通
指
導
隊
員
28

人
と
防
犯
指
導
隊
員
27
人
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

小
林
村
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
こ
れ
ま
で

地
域
の
事
故
防
止
と
安
全
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
地
域
の
抑

制
力
と
し
て
の
活
動
と
行
政
施
策
へ
の
協

　

平
成
28
年
度
の
交
通
災
害
共
済
と
不
慮

の
災
害
共
済
へ
の
加
入
の
ご
案
内
で
す
。

加
入
申
込
書
は
、
３
月
に
入
っ
て
か
ら
各

集
落
の
「
交
通
安
全
母
の
会
」
代
議
員
の

皆
さ
ん
に
、
全
戸
へ
配
布
・
回
収
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

◯
災
害
共
済
と
は

・
交
通
災
害

　
　

加
入
者
が
交
通
事
故
（
運
転
・
同

乗
・
歩
行
中
等
問
わ
ず
）
に
よ
り
、
入

院
・
通�

院
し
た
日
数
に
基
づ
い
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
不
慮
の
災
害

　
　

加
入
者
が
不
慮
の
事
故
（
作
業
中
の

事
故
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
中
の
事
故
等
）
に
よ
り
、
入
院
し
た

日
数
に
基
づ
い
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

◯
加
入
資
格

　
　

上
小
阿
仁
村
に
住
ん
で
お
り
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

◯
共
済
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日 

～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合
は
、

　

加
入
し
た
日
の
翌
日 

～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

◆
共
済
掛
金
（
年
額
）
◆

　
　

交
通
災
害
…
…
…
一
人　

３
０
０
円

　
　

不
慮
の
災
害
…
…
一
人　

７
０
０
円

◆
災
害
共
済
金
◆

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
加
入
申
込
書
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
ま
す
。）

に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

総
務
課
企
画
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
企
画
班

　
　
　

☎
（
77
）
２
２
２
１

区　分 交通災害共済 不慮の災害共済

 死　亡 1,000,000 円 600,000 円

 後遺障害の

 程度に応じて

1,000,000 円

  〜

500,000 円

600,000 円

   〜  

300,000 円

傷

害

 入院１日 2,000 円 1,100 円

 通院１日 800 円 対象外

力
を
求
め
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
防
犯
指
導
隊
員
は
北
秋
田

警
察
署
員
に
よ
る
講
習
を
受
け
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
の
被
害
状
況
や
そ
の
手
口
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

交通指導隊査閲式防犯指導隊査閲式

 
北
秋
田
地
域
の
無
事
故
と

 
安
全
を
祈
願

平
成
28
年
度

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害

共
済
の
加
入
に
つ
い
て
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◯
公
売
す
る
物
品

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
表
示
の
あ
る

物
品
（
事
務
机
、
ロ
ッ
カ
ー
、
移
動
台
、

そ
の
他
希
望
す
る
物
品
）

（
※ 

表
示
以
外
の
物
品
で
、
希
望
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
入
札
者
と
協
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◯
最
低
売
却
価
格

　

１
０
０
円
～
１
、０
０
０
円

（
※
物
品
に
よ
り
最
低
売
却
価
格
を
決
定

し
、
表
示
し
ま
す
。）

◯
入
札
の
方
法

村
が
定
め
る
最
低
売
却
価
格
以
上
の
金

額
で
、
最
高
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し

た
方
に
売
却
し
ま
す
。

落
札
者
と
な
る
べ
き
入
札
者
が
２
人
以

上
い
る
場
合
は
、
く
じ
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

◯
入
札
の
参
加
資
格

村
に
住
所
の
あ
る
方
、
及
び
村
内
に
事

業
所
の
あ
る
事
業
主
の
方
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

①
未
成
年
者

②
成
年
被
後
見
人
、
被
補
佐
人
及
び
被

補
助
人
で
あ
っ
て
売
買
の
た
め
の
同

意
を
得
て
い
な
い
方

③
入
札
に
参
加
す
る
方
、
ま
た
は
、
そ

　

の
家
族
に
、
村
に
納
付
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
税
及
び
料
金
等
の
未
納
が

あ
る
方

◯
公
売
物
件
の
公
開
日
時
及
び
入
札
会

　

２
月
28
日
（
日
）
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
小
沢
田
）

　

受
付　

午
前
９
時
～
10
時

　

入
札　

午
前
９
時
～
11
時

　

開
札　

午
前
11
時
～

◯
落
札
者
と
売
却
代
金
の
納
入

開
札
後
、
即
時
落
札
者
を
決
定
し
ま
す
。

落
札
決
定
後
、
落
札
者
に
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
納
付
書

に
よ
り
代
金
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
物
品
の
引
き
渡
し

２
月
28
日（
日
）落
札
決
定
の
事
務
が
終

了
次
第
～
午
後
３
時
ま
で
。

た
だ
し
、
時
間
ま
で
に
搬
出
が
困
難
な

場
合
は
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ア
．
落
札
物
件
の
搬
出
は
、
落
札
者
が

　
　

自
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
．
引
き
渡
し
後
の
不
良
等
に
つ
い
て

　
　

の
補
償
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

◯
注
意
事
項

　

入
札
金
額
は
、
村
で
用
意
し
た
入
札
書

に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
黒
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

総
務
学
校
班

☎
（
60
）
９
０
０
０

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、
朝
・

昼
・
夕
の
３
回
、
電
話
予
約
に
よ
り
運

行
し
て
い
ま
す
。

○
運
行
時
間

　（
役
場
前
発
）

　
　

朝
便　

7
時
20
分

　
　

昼
便　

11
時
10
分

　
　

夕
便　

16
時
00
分

　（
八
郎
潟
駅
発
）

　
　

朝
便　

9
時
00
分

　
　

昼
便　

13
時
00
分

　
　

夕
便　

17
時
30
分

○
予
約
方
法

　

朝
便
の
利
用
は
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
、
昼
又
は
夕
便
の
利
用
は
出
発
時

間
の
２
時
間
前
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

○
料
　
金

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

 

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

●
申
込
先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

み
ん
な
の
こ
あ
に
号

ご
利
用
く
だ
さ
い

冷蔵庫、台車等移動台等ロッカー

  
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

  
物
品
を
公
売
し
ま
す
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個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
交
付
の
準
備
が
で
き
次
第
、
ハ

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

交
付
を
受
け
る
際
に
必
要
な
も
の
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

▼
通
知
カ
ー
ド

▼
本
人
確
認
書
類

　

…
運
転
免
許
証
な
ど
写
真
つ
き
の
も
の

は
１
点
、
そ
れ
以
外
の
保
険
証
な
ど
は
２

点
必
要
で
す

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

…
お
持
ち
の
方
の
み

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
者
本
人
に
交
付

し
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
し
た
本
人
に

よ
る
受
取
り
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
申
請
者
本
人
が
病
気
や
身
体

の
障
害
、
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
に

よ
り
窓
口
に
来
庁
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
代
理
人
に
よ
る
受
領
が
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
は
、
左
記
の
書
類
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

▼
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

▼
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

▼
代
理
権
者
の
確
認
書
類

　

…
交
付
通
知
書
の
「
委
任
状
」
欄
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い　

　

上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
28
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
奨
学
金
貸
付
額
（
月
額
）

　

高
校
生　
　
　
　
　
　
　

２
万
円
以
内

　

短
大
及
び
専
修
学
校　
　

４
万
円
以
内

　

大
学
生　
　
　
　
　
　
　

５
万
円
以
内

○
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
上
小
阿
仁
村
民
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

②
学
業
成
績
が
優
秀
で
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ

る
こ
と

○
申
込
期
限

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）

○
申
込
方
法

　

申
請
者
、
連
帯
保
証
人
と
も
本
人
直
筆

に
よ
る
「
奨
学
金
貸
与
申
請
書
」
に
「
戸

籍
抄
本
」「
住
民
票
」「
身
上
書
」「
成
績

証
明
書
」「
入
学
（
合
格
）
通
知
書
の
写

し
」
連
帯
保
証
人
の
「
所
得
証
明
書
」
を

そ
れ
ぞ
れ
一
通
添
付
し
て
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
の
請
求
、
提
出
、
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
総
務
学
校
班

　
　

☎
（
60
）
９
０
０
０

　

村
で
は
人
材
確
保
と
定
住
促
進
を
目
的

と
し
て
、
村
の
奨
学
金
を
返
還
中
の
方
で
、

村
に
居
住
し
就
労
し
て
い
る
方
に
、
返
還

す
る
奨
学
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

正
規
職
員
を
除
き
ま
す
。

①
村
内
に
住
民
登
録
を
し
、
現
に
居
住
し

　

て
就
労
し
て
い
る
方

②
返
還
す
べ
き
奨
学
金
を
滞
り
な
く
返
還

　

し
て
い
る
方

③
本
人
と
そ
の
世
帯
で
村
税
等
の
滞
納
が

　

な
い
方

○
助
成
率

①
指
定
す
る
国
家
資
格
取
得
者
で
、
そ
の 

資
格
に
基
づ
き
就
労
し
て
い
る
方　

1/2

②
①
以
外
の
就
労
し
て
い
る
方　
　
　

1/3

○
申
請

　

助
成
金
申
請
書
に
「
住
民
票
」「
就
労
証

明
書
等
」、
該
当
す
る
国
家
資
格
で
就
労

し
て
い
る
方
は
「
資
格
を
証
明
す
る
も

の
」
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
　

　

平
成
28
年
３
月
１
日
～
31
日
（
木
）

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

類
を
発
送
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
助
成
金
は
10
月
返
還

分
か
ら
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
書
の
請
求
、
提
出
、
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
総
務
学
校
班

　
　

☎
（
60
）
９
０
０
０

▼
本
人
の
来
庁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
書
類

　

…
申
請
書
、身
体
障
害
者
手
帳
、施
設
入

所
し
て
い
る
事
実
を
証
す
る
書
類
等（
書

類
が
な
い
場
合
は
聞
き
取
り
を
し
ま
す
）

暗
証
番
号
が
必
要
で
す

　

交
付
時
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
格
納
す

る
暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
前
に
交
付
通
知
書
に
記
入
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
ら
…

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一
時
停
止
措
置
を

行
い
ま
す
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
旨
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
役
場
に
紛
失
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０

-

７
８
３

-

５
７
８

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０

-

９
５

-

０
１
７
８

　

24
時
間
３
６
５
日
受
付
し
て
い
ま
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
に
使
う
写
真

は
、
撮
影
し
て
か
ら
６
ヶ
月
以
内
の
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　
住
民
福
祉
課 

住
民
福
祉
班

☎  

（
77
）
２
２
２
２

 
平
成
28
年
度 

奨
学
生
を
募
集

 

奨
学
資
金
返
還
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
個
人
番
号

  

カ
ー
ド
を
順
次
交
付
し
ま
す
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り
も
さ
ら
に
割
引
き
さ
れ
、
年
間
で
３
、

９
２
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
か
月
分
の
保
険
料
を
口
座
振

替
で
前
納
し
た
場
合
の
年
間
割
引
額
は

１
、０
６
０
円
×
２
＝
２
、１
２
０
円
と
な

り
ま
す
。

　

２
年
度
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で

前
納
す
る
と
１
５
、３
６
０
円
割
引
と
な

り
、
１
年
前
納
の
場
合
よ
り
７
、５
２
０

円
ほ
ど
お
得
に
な
り
ま
す
。

◯　

口
座
振
替
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
金
融
機
関
等
へ
保
険
料
を
納
め
に

行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、
自
動

引
き
落
と
し
で
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
。

◯　

保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
前
払
い
（
前

納
）
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

通
常
の
口
座
振
替
の
場
合
に
は
、
毎
月

の
保
険
料
は
翌
月
末
に
引
落
し
と
な
り
ま

す
が
、
口
座
振
替
の
早
割
の
場
合
に
は
、

毎
月
の
保
険
料
が
納
付
期
限
よ
り
１
か
月

早
く
口
座
振
替
さ
れ
、
毎
月
の
保
険
料
が

当
月
中
に
引
落
し
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
早
割
で
は
、
年
間
で

６
０
０
円
、
月
額
で
50
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前
納
に

は
、
半
年
、
１
年
、
２
年
を
単
位
と
し
て

行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
保
険
料
を
前

納
す
る
と
現
金
払
い
で
の
前
納
の
場
合
よ

　

口
座
振
替
で
の
平
成
28
年
分
１
年
前

納
・
６
カ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）・

２
年
前
納
の
お
申
込
み
締
切
日
は
平
成
28

年
２
月
末
ま
で
（
必
着
で
す
。）

　

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る

方
は
、
再
度
の
お
申
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法
を
変
更

さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

　

保
険
料
が
一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
、
口

座
振
替
の
前
納
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

※
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
は
27
年
度
現

在
の
金
額
で
す
。
28
年
度
の
保
険
料
は

２
月
末
ご
ろ
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

　

預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）、
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
申
込
用
紙
が
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
ご
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
の
で
年
金
手
帳
や
年
金
機
構

か
ら
の
郵
便
物
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
届
出
印
の
押
印
が
必

要
で
す
。
金
融
機
関
届
出
印
や
口
座
名
義

人
氏
名
に
誤
り
が
あ
る
と
手
続
き
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
問
合
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所

　
　

☎（
62
）１
４
９
０

　
役
場
住
民
福
祉
課

　
　

☎（
77
）２
２
２
２

１ヵ月分
割引額

６ヵ月分
割引額

１年分
割引額

２年分
割引額

翌月末振替 − − − −

当月末振替
（早割） 50 円 300 円 600 円 1,200 円 

６ヵ月前納
＜現金納付＞ − 760 円 1,520 円 3,040 円 

６ヵ月前納
＜口座振替＞ − 1,060 円 2,120 円 4,240 円 

１年前納
＜現金納付＞ − − 3,250 円 6,500 円 

１年前納
＜口座振替＞ − − 3,920 円 7,840 円 

２年前納
＜口座振替＞ − − − 15,360 円 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

口
座
振
替
の
お
申
込
み
に
つ
い
て

口
座
振
替
の
前
納
の

　
　
お
申
込
み
は
お
早
め
に
！

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度

（
口
座
振
替
前
納
）に
つ
い
て

国
民
年
金
前
納
割
引
制
度

（
口
座
振
替
早
割
）に
つ
い
て
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状況をお知らせします
８．職員手当の状況

９．特別職の給料等の状況

10．職員数の状況（27 年度は教育長含まない） 11．秋田県人事委員会からの公平委員
　　 会の事務委託に係る業務状況報告

　①　期末手当、勤勉手当の支給割合
区　　　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当 1.175月分 1.325月分 2.500月分
勤 勉 手 当 0.650月分 0.800月分 1.450月分

　※職務の級などにより5%〜15%の加算があります。
　②　退職手当

区　　　分 最高限度 勤続20年 勤続25年 勤続35年
自 己 都 合 退 職 49.59月分 20.445月分 29.145月分 41.325月分
定 年 に よ る 退 職 49.59月分 25.55625月分 34.5825月分 49.59月分

　※退職手当は、退職時の給与月額に退職理由・勤続年数による支給割合を乗じて算出されます。
　③　時間外勤務手当

区　　　分 23年度 24年度 25年度 26年度
支 給 総 額 4,127,000円 8,110,000円 7,882,000円 6,163,000円
職員1人当たり支給年額 103,157円 193,095円 187,667円 150,317円

　※事業費支弁に係る職員分を除きます。
　④　扶養手当、住居手当、通勤手当

扶 養 手 当

配偶者 13,000円

配偶者以外
扶養１人につき 6,500円
15歳になった日後最初の４月１日から22歳になった日後
最初の３月31日までの子 5,000円加算

住 居 手 当 借家の場合の支給限度額 27,000円

通 勤 手 当 交通機関利用の場合の支給限度額 55,000円
自動車等利用の場合の支給限度額 31,600円

区　　分 27年４月１日 期末手当 区　　分 27年４月１日 期末手当
村 長 649,000円 ６月期　1.45月分

12月期 1.53月分
計　2.98月分

議 長 252,000円 ６月期　1.45月分
12月期 1.53月分

計　2.98月分
副 議 長 225,000円

副 村 長 544,000円 議 員 214,000円
教 育 長 465,000円 期末勤勉手当の支給割合は一般職員と同じ

※給料（報酬）は月額です。

区　　　　分 職　員　数 対前年度比
増 減 数部　　　　門 26年度 27年度

一般行政部門

議 会 1人 1人
総務企画 11人 12人 　１人
税 務 2人 2人
民 生 8人 8人
衛 生 2人 2人
農 林 9人 9人
商 工
土 木 4人 4人
小　計 37人 38人 　１人

特 別 行 政 教 育 6人 4人 △２人
普通会計の計 43人 42人 △１人

公 営 企 業 等

病 院 7人 7人
下 水 道 2人 2人
そ の 他 29人 25人 △４人
小　計 38人 34人 △４人

総 　 合 　 計 81人 76人 △５人
　※職員数は一般職に属する職員数であり、臨時職員は含みません。

　平成26年度中、勤務条件に関する措置の
要求及び不利益処分に関する不服申立てに
ついて当村は該当ありません。
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上小阿仁村職員の給与等の
１．ラスパイレス指数

年　度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
指　数 92.0 91.7 98.6（91.1） 100.5（92.8） 92.5

※国家公務員の給与を100としています。（　）書きは国家公務員の時限的な給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。

２．人件費の概要（平成26年度　普通会計決算歳出額に占める人件費の割合）

人　　口 26年度普通会計歳出決算額　a 人　件　費　b 割　合　b／a
2,542人 2,661,927千円 375,065千円 14.1%

※人口は平成27年3月31日現在の住民基本台帳人口です。
※人件費には特別職の給与・報酬が含まれます。

３．職員給与費の状況
職　員　数　a 給　　与　　費 一人当たり給与費

b／a給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　b
43人 141,419千円 26,265千円 49,860千円 217,544千円 5,059千円

　※平成27年度一般会計当初予算による。職員数は一般会計に属する数です。
　※職員手当には扶養・通勤・住居・時間外などの諸手当が含まれます。
　※１人当たり給与費は年額です。

４．職員の平均年齢、平均給料月額及び、平均給与月額の状況
区　　　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

一 般 行 政 職 40.4歳 278,900円 317,700円
技 能 労 務 職 54.5歳 297,100円 314,400円

５．職員の給与状況
区　　　分 一般行政職 技能労務職

大学卒（上級） 短大卒（中級） 高校卒（初級） 高　校　卒
初　　任　　給 172,200円 152,800円 140,100円 137,200円
２ 年 経 過 後 184,200円 164,300円 148,500円 145,500円

６．一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
経験年数 大　学　卒 短　大　卒 高　校　卒
10～15年 252,800円 ＊ 222,900円
15～20年 ＊ － 249,600円
20～25年 333,500円 ＊ 305,500円

※経験年数には、採用後の勤務期間に採用前の民間企業勤務期間も換算して加算しています。個人が特定されるものについては公表を控えています。

７．一般行政職の級別職員数の状況
　代表的な職種である一般行政職に適用される給料表には、１級から６級までの区分があります。

級　　別 　 平成26年度 平成27年度
人　数 構成比 人　数 構成比

１　　級 主事・技師 9人 22.5% 12人 30.8%
２　　級 主任 5人 12.5% 5人 12.8%
３　　級 係長・主査 10人 25.0% 9人 23.1%
４　　級 課長補佐・係長 9人 22.5% 6人 15.4%
５　　級 課長・局長・所長・参事・施設長・事務長 4人 10.0% 5人 12.8%
６　　級 主幹 3人 7.5% 2人 5.1%

計 40人 100.0% 39人 100.0%

平成27年４月１日現在の地方公務員給与実態調査に基づく、村職員の給与実態です。
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　今
回
で
第
６
回
目
と
な
る
活
動
紹
介
は

上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
奨
励
員
会
長
の
齊

藤
進
さ
ん
（
福
舘
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　齊
藤
さ
ん
は
村
の
生
涯
学
習
奨
励
員
の

会
長
と
し
て
、
地
域
住
民
へ
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
た
め
日
々
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
の
会
長

を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
た
お
茶
の
体
験
教
室
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
村
内
外
で
様
々
な

活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　12
月
12
日（
土
）に
北
秋
田
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た“

Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト”

で
は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
村

の
山
野
草
展
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
コ
ブ
杉
案

内
な
ど
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い
ま

　す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
13
日
、27
日
、２
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ス
キ
ー
教
室

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
６
〜
８
日
、
12
日
、
13
日

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜 

■
会
場

　

 

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
（
雪
の
状

態
に
よ
っ
て
は
中
止
・
変
更
の
場
合
あ

り
） か

み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は

５
月
25
日（
水
）で
す

■
日

　時

　２
月
６
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分
〜（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

　
　
　
　
　
　ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り

　
　
　
　
　
　大
か
ま
く
ら
作
り

　午
後
４
時
過
ぎ
〜

　
　
　
　
　
　キ
ャ
ン
ド
ル
入
れ

　
　
　
　
　
　点

　火

■
会

　場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

　道
の
駅
駐
車
場
周
辺

■
内

　容

　ミ
ニ
か
ま
く
ら
を
作
り
、
夜
に
か
ま
く

ら
の
中
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し
、
鑑
賞

し
ま
す
。
そ
の
他
、
大
か
ま
く
ら
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
す
。

■
対

　象

　村
内
在
住
の
保
育
園
児
・
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
等

　一
般
の
方
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
協

　力

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
み
ど
り
」

　上
小
阿
仁
村
若
者
会
議

■
申

　込

　公
民
館
備
え
付
け
の
参
加
申
込
用
紙

を
、
保
育
園
・
小
中
学
校
・
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館　☎（

60
）
９
０
０
０

　上
記
の
親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
に
つ

い
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
作
業
内
容
は
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作

り
に
参
加
し
た
参
加
者
の
お
手
伝
い
や
イ

ベ
ン
ト
運
営
の
補
助
な
ど
で
す
。

　村
内
の
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
の

高
校
生
の
方
も
申
込
可
能
で
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
申
込
く
だ
さ

い
。　

■
申
込
期
限

　平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

■
定

　
　員

　10
名
程
度

■
申

　
　込

　公
民
館
の
申
込
書
に
記
入

　
　
　
　
　
　し
て
提
出
す
る
か
、
電
話

　
　
　
　
　
　で
お
申
込
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館　☎（

60
）
９
０
０
０

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

第
６
号
　
個
人
紹
介

﹇
福
舘
　
齊
藤
　
進
さ
ん
﹈

　今
年
も
公
民
館
活
動
の
充
実
に
向

け
、
各
種
講
座
、
教
室
等
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

謹
ん
で
新
年
の

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
保
育
園
で
の
よ
み
き
か
せ
の
様
子
】

【
無
制
限
貸
出
サ
ー
ビ
ス・延
長
し
ま
す
！
】

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

■
日
時

　２
月
４
日
（
木
）
　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・

太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

　今
年
で
３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ

の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　当
日
は
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
15
分
以
上
継
続
し
て
体
を
動
か
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　昨
年
は
参
加
率
64
％
で
し
た
。
今
年
は

参
加
率
65
％
、
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
村
一

体
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　実
行
委
員
会

　☎（
60
）
９
０
０
０

　年
末
に
行
っ
た
貸
出
冊
数
を
無
制

限
に
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
１
月
も
継

続
い
た
し
ま
す
。

　小
中
学
校
の
冬
休
み
学
習
や
、
帰

省
中
の
方
な
ど
に
も
、
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　１
月
に
貸
し
出
さ
れ
た
本
の
返
却

期
限
は
、
２
月
末
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
帰
省
中
の
方
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　帰
省
中
の
方
は
、
帰
省
先
の
世
帯

主
の
『
図
書
利
用
カ
ー
ド
』
が
必
要

で
す
。
未
登
録
の
場
合
も
対
応
で
き

ま
す
の
で
世
帯
主
の
方
と
ご
同
行
く

だ
さ
い
。

　た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

平
成
28
年

　１
月
11
日（
月
）
成
人
の
日

　2
月
11
日（
木
）
建
国
記
念
日

　
　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら

作
り
を

開
催
し
ま
す

 

「
親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
」

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
！

公
民
館
長
杯 

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

ゆり組、ひまわり組におじゃましました。

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　ヒ
ュ
ッ
テ
、
リ
フ
ト
開
放
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
多
く
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
月
〜
金
曜
日
】

　午
後
１
時
〜
午
後
８
時
30
分

【
土
曜
日
】

　午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

午
後
８
時
の
時
点
で
利
用
者
が
い
な
い

　場
合
は
、
閉
場
し
ま
す
。

【
日
曜
・
祝
祭
日
】

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

・
吹
雪
な
ど
悪
天
候
の
場
合
は
、
閉
場
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
な
ど
、
場
内
施
設
を
利

用
す
る
際
に
は
、
必
ず
管
理
人
の
許
可

を
得
て
か
ら
、
安
全
に
使
用
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　上
ノ
岱
ヒ
ュ
ッ
テ

　
　
　
　
　
　☎（
77
）
２
７
２
２

　
　上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎（
60
）
９
０
０
０

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い
ま

　す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　２
月
17
日
、
３
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
〜 

■
会
場

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

公
民
館
講
座
募
集
！

　新
春
恒
例
の
新
春
囲
碁
大
会
が
１
月
10

日
（
日
）
に
若
者
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　大
会
に
は
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
対
局

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　優

　勝

　小
林

　宏

　さ
ん（
下
五
反
沢
）

　準
優
勝

　萩
野

　芳
昭
さ
ん（
大
阿
瀬
）

　第
三
位

　八
柳

　清
美
さ
ん（
沖
田
面
）

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
民
館
講

座
と
し
て
料
理
教
室
、
絵
手
紙
講
座
、
ダ

ン
ス
教
室
、
ポ
ー
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
な

ど
様
々
な
講
座
等
を
開
催
し
て
参
り
ま
し

た
。　今

後
も
村
民
の
皆
様
の
要
望
に
合
わ
せ

た
公
民
館
講
座
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　下
記
に
公
民
館
講
座
の
簡
単
な
要
件
を

ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
考
に
し

て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　３
月
20
日
（
日
）
春
分
の
日
、
健
康

増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
「
第
28
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

　３
月
20
日
（
日
）
春
分
の
日
、
健
康

増
進
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
「
第
28
回
上
小
阿
仁
村
長
杯
中
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　上
小
阿
仁
中
学
校
を
含
む
８
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

　午
前
９
時
か
ら
試
合
開
始
と
な
り
、

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

　紹介
し
ま
す
】

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

■
日
時

　３
月
１
日
（
火
）
　午
前
９
時
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・

太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託

活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

　住
民
福
祉
課
健
康
推
進
班
の
集
落

巡
回
健
康
教
室
に
同
行
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
回
想
法
を
行
っ
て
い
る

様
子
で
す
。

　こ
の
日
は
水
無
地
区
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
よ
み
き
か
せ
を
行
い
ま
し

た
。

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

平
成
28
年

　2
月
11
日（
木
）
建
国
記
念
日

　　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
春
囲
碁
大
会
　

　
　
　  

対
局
結
果

教
育
長
杯 

卓
球
大
会

水無地区での様子

万
灯
火
点
火
前
の
午
後
５
時
頃
に
終
了
す

る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　講
座
を
き
っ
か
け
に
し
て
サ
ー
ク
ル
作

り
や
自
主
活
動
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

※

不
明
な
点
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
講
座
等
の
種
類
・
特
徴

　◎
原
則
と
し
て
種
類
を
問
い
ま
せ
ん
。

　◎
俳
句
・
コ
ー
ラ
ス
教
室
な
ど
文
化
的

な
も
の
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
教
室
ま

で
何
で
も
結
構
で
す
が
、
誰
で
も
参
加
し

や
す
い
講
座
等
が
望
ま
れ
ま
す
。

②
講
師

　◎
講
師
に
つ
い
て
は
予
算
の
都
合
上
、

対
応
で
き
る
講
座
等
に
限
り
が
あ
り
ま
す

が
、
村
内
外
を
含
め
検
討
い
た
し
ま
す
。

　◎
開
催
希
望
の
講
座
等
に
つ
い
て
講
師

を
ご
存
じ
の
場
合
は
担
当
へ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

③
講
座
等
の
開
催
回
数

　◎
開
催
回
数
は
原
則
と
し
て
年
間
３
回

ま
で
と
し
ま
す
。
継
続
し
て
開
催
し
た
い

場
合
は
、
サ
ー
ク
ル
や
自
主
活
動
と
し
て

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④
場
所

　◎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　若
者
セ
ン
タ
ー

　開
催
場
所
は
右
記
の
４
箇
所
を
想
定
し

て
お
り
ま
す
。

　そ
の
他
で
の
開
催
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先

　上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎

　（60
）
９
０
０
０

上
ノ
岱
ス
キ
ー
場
か
ら
の

　
　
　
　 お
知
ら
せ

第
28
回 

上
小
阿
仁
村
長
杯

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
万
灯
火
大
会
」
開
催
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